
      

 

 

 

 

 

 

 
『×を〇に変える』〈学習の仕方を身に付ける〉 

 

10 月 16 日（月）、17 日（火）の２日間で、２学期の中間テストを実施しました。テストを控え

た１週間は、発表期間として部活動の練習も休止し、勉強に集中することを第一としています。中間

テストは、国語・社会・数学・理科・英語の５教科でしたが、生徒の皆さんはどのような「テスト勉

強」を行ったのでしょうか。 

テストが返却されると、誰もが最初にするのは間違いなく「点数の確認」でしょう。名前の近くに

「〇〇」とアンダーライン付きで書かれた点数に、いつの時代の子供たちも一喜一憂してきました。

期待どおりかそれ以上か、はたまた期待に及ばなかったか。先生から手渡されたテストを自席に持ち

帰り、悲喜交々の数秒後、次に眺めるのは解答に付けられた赤い「〇」（または「✓」「／」）でしょう

か。テスト当日には自信をもって記入したはずの答えに「✓」や「／」が付けられていたら、「なん

で･･･？」と意気消沈しながら問題と答えを見つめる･･･。 

その後、「答えを確認していきましょう」という先生の指示を受け、「✓」や「／」が付いた答えを

正答に書き直す、いわゆる「直し」をします。それでは、この「直し」は、いったいなんのためにす

るのでしょうか。実は、この行為こそが「学習（勉強）」そのものであり、身に付けるべき「学習（勉

強）の仕方」であるからです。私たちは、冒頭に記した『×を〇に変える』方法で、様々なことを身

に付けてきました。「言葉を話す」「箸を使う」「自転車に乗る」このどれもが「やってみてできない

（×）」を直し（練習）をすることで「できる（〇）」にしてきたものです。このように『×を〇に変

える』サイクルを当たり前のように繰り返しながら成長してきた私たちですが、こと学習に関しては、

不思議とこの方法を使いこなせずにいます。確かに学習（勉強）は、しんどいし、面倒くさいし、取

り組んだ成果も箸や自転車のように「できた」と実感し難いものです。しかし、このサイクルは誰も

が経験し成果も体験済みですから、正に「やってみない手はない」みんなができる方法と言えます。 

では、『×を〇に変える』学習方法には、どういったものがあるか。おすすめをご紹介します（以下

の枠内）。『×』の問題を『〇』に変えることを目指し、この１～３のステップを繰り返す。３周まわ

る頃には、ほぼクリア

し、結果は点数になっ

て表われているはず

です。最後に大切な

ルールを１つ。問題集

は普段使いのものか、

できるだけ薄いもの

を選ぶ。欲張ってはい

けません。 

今号の巻頭文は、学

習（勉強）の「考え方」

をお伝えしました。ご

家庭でもお声掛けと

励ましをお願いいた

します。 （記：日髙） 
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    「生き抜く力」を培う 

～将来に生きる確かな学力と 

豊かな心の育成～  
No.7 

 

海南中 

「わくわくアップ」 

プロジェクト 

開催中！ 

教育目標 

生徒の自立に向け 

連携・協働する学校 

☆ おすすめ学習法 

「１、問題・問題集を読む」 

 ・問題・問題集はいきなり解こうとせず、まず読む（できれば音読する） 

 ・回答（解答）集を横に置きながら、答えを言ってみて、すぐ確認する 

 ・合っていれば次の問題に、間違っていれば答えを言えるように練習して次へ 

 ※ 「１」を取り組んだ同じページで「２」の方法へ 

「２、問題・問題集を実際に解く」 

 ・ヒントになるものはいっさい見ずに解く 

 ・テストと同じ条件で問題集を解く 

「３、間違いを直す」 

 ・１つの範囲（例：１ページ）を解いたら、すぐ答え合わせをする 

 ・間違えた問題は、答えを問題･問題集に書き込まず、問題にチェックを付ける 

 ・間違えた問題は、ノートに間違い直しをする 

http://www.kai-chu.kainan.ed.jp/
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１１月行事予定 

１日（水）３年到達度テスト 

２日（木）進路説明会（14：50～） 

スクールカウンセラー来校 

３日（金）文化の日  

ジュニアランニングチャレンジ 

駅マルシェ（吹奏楽部演奏） 

４日（土）黒江公民館文化祭 

     県新人大会（ソフトテニス） 

５日（日）黒江公民館文化祭 英検２次 

県新人大会（ソフトテニス） 

７日（火）英語発表会（13：00～nobinos） 

８日（水）研究授業（＊下校時刻変更有り） 

     スクールカウンセラー来校 

９日（木）検尿～１０日（金） 

１０日（金）授業参観・教育講演会 

１１日（土）県新人大会（バレーボール） 

１２日（日）県新人大会（バレーボール） 

１４日（火）生徒会立会演説会 

１６日（木）防災学習（２年生） 

      スクールカウンセラー来校 

１８日（土）県駅伝（田辺スポーツパーク） 
      青少年を非行から守る黒江地区の集い

（吹奏楽部演奏） 

２０日（月）校内人権作文発表会 テスト発表 

２１日（火）検尿２次～２２日（水） 

２２日（水）スクールカウンセラー来校 

２３日（木）勤労感謝の日 地方駅伝 

２７日（月）期末テスト～２９日（水） 

２９日（水）薬物乱用防止教室 

      生徒会新旧引継会 

      専門委員会 

３０日（木）３年到達度テスト 

夏休みの宿題となっていた各種「標語」の優秀作品を紹介します。 

〇人権の標語 

１Ａ 野﨑 百栞  「思いやりで 個性の花を 咲かせよう」 

１Ｂ 森  勇人  「みんなで守ろう 一人一人の すてきな個性」 

２Ａ 岩戸 結愛  「うばわずに 花を咲かせて あなたの芽」 

２Ｂ 西崎衣留美  「ありがとう 人とをつなぐ 大事な言葉」 

３Ａ 炭谷 英資  「人権は 最初に貰う プレゼント」 

３Ｂ 石本 杏南  「認め合い それが平和の 第一歩」 

 

〇「いじめ防止」に関する標語 
１Ａ 出口 怜煌  「傍観者 見てるだけなら 止めようよ」 

１Ｂ 北谷 梨心  「勘違い ジャレてるようで それイジメ」 

２Ａ 木下 琴穂  「勇気だし しない・させない 止めに行く」 

２Ｂ 堀尾 海羽  「忘れない 一生残る 心の傷」 

３Ｂ 増山琥太郎  「関係ない そんな言葉も 凶器だよ」 

＊2A   さんの作品が入選となりました。 

 

〇「ネット利用」に関する標語 
１Ｂ 有馬 琉華  「ＳＮＳ 便利か危険 君しだい」 

２Ａ 林  真桜  「長時間 あやつられてるの どっちかな」 

２Ｂ 小畑 咲絢  「ネットの闇 一言心に 深い傷」 

３Ａ 上野山瑠我  「始めたら 時間を決めて 自己管理」 

３Ｂ 泉 友莉香  「匿名でも 本人に届く その言葉」 

＊1Ｂ   さんの作品が入選となりました。 

Happy Halloween! 
 収穫の秋！ 

畑の収穫（１年生） 
丸々とした大きなおいもが

たくさん収穫できました。 

体育委員会企画「第３回まるちゃんカップ」 
体育委員 VS全校生徒で学校の敷地全部を使って

壮大な「かくれんぼ」をしました。５分間隠れき

るのはかなり大変だったようです。これからも

このような楽しい企画を自分たちの手でどんど

ん実行していこう！！ 

スポーツの秋！ 

助産師さんや保健師さ

んにお越しいただき、思

春期の心や体の変化、赤

ちゃんがどのように生ま

れてくるのかについてお

話をお聞きしました。お

話のあとは赤ちゃん人形

抱っこや妊婦体験等を

行いました。 

車イスバスケットボール 
人権学習の取組として、１年

生で実施しました。みんなの

楽しそうな様子からこのス

ポーツの魅力を感じました。 

海南市 PTA 連合会ソフト

バレーボール大会 
海南中学校は残念ながら予選

リーグで敗退しましたが、心

地よい秋晴れの日に、爽やか

な汗を流し、親睦を深めるこ

とができました。 

学校開放

月間 

自分の気に入った本

を持ち寄り、その本の魅

力を５分で紹介し合う

ビブリオバトルがノビ

ノスで開かれ、３年生の     

さんが出場しました。 

高円宮英語弁論大会 

３年生思春期体験学習 

ビブリオバトル 

標語優秀作品 

 

３年生の   さんが

出場し、日本語の「あり

がとう」に込められた意

味と使い方について英

語で弁論しました。 

文化の秋！！海中生、がんばってます！ 


